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１ 計画策定の趣旨 

 

 

２ 計画の位置付け 

 

 

はじめに 第１章 
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３ 計画の期間 

 

 

４ SDGS との関連  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

第１章 はじめに 

環境に配慮した技術

導入による持続可能

な水産業の推進 

水産物の安定供給 水産業の魅力の発信

と労働環境の整備 

天然資源の適切な管

理と効率的な利用 

藻場の保全活動など

による漁場環境の維

持・保全 

種苗放流などによる

水産資源の持続的な

利用の確保 

市民・漁業者・漁業

団体・行政等の連携

した取組 

省エネ機器等の導入

による低炭素化の推

進 

〇本計画と関連する目標 
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１ 位置・地勢 

 

  

鹿屋市の水産業を取り巻く諸情勢 第２章 
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(１)  海面漁業について 

 

２ 水産業の状況 

 

 

ｔ ｔ

 
漁業種別（単位） H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 

海面 

養殖業 

Kg 3,520,440 3,961,021 4,223,992 4,189,303 3,814,933  3,544,054 4,544,540 

千円 3,903,741 4,186,599 4,024,852 4,481,203 4,919,806  3,633,066 4,460,646 

小型 

底曳網 

Kg 10,983 15,525 15,355 11,016 9,816  8,880 11,716 

千円 13,686 17,988 16,813 12,773 12,801  11,112 14,575 

小型 

定置網 

Kg   1,977 5,010 223    

千円   793 2,002 119    

一本釣 

はえなわ 

Kg 10,074 9,297 8,361 10,393 10,156  9,322 11,136 

千円 7,625 5,583 7,021 9,082 9,798  6,924 7,479 

採貝 

採藻漁業 

Kg 17,144 8,080 16,872 17,366 24,565  21,365 17,725 

千円 12,077 8,329 22,530 22,807 29,926  21,910 18,100 

雑魚磯建網 

沖建網 

Kg 778 129 260     

千円 783 137 354     

イカ 

巣びき 

Kg   490 415 171  406  

千円   901 767 298  795  

雑魚 

かご網 

Kg 87 67 211 8 51    

千円 112 96 399 44 227    

その他 

船曳網 

Kg 1,718 8,895 1,223 15,315 17,674  7,658 7,638 

千円 1,261 1,606 940 1,323 1,924  872 1,236 

合計 
Kg 3,561,223 4,003,014 4,268,741 4,248,827 3,877,589  3,591,685 4,592,755 

千円 3,939,285 4,220,338 4,074,603 4,530,001 4,974,899  3,674,679 4,502,036 

 

 

区分（単位） H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 

生産量 
ｔ 2,952 3,214 3,393 3,352 2,674 2,356 3,636 

割合 83.3％ 81.1％ 80.3％ 80.0％ 70.1％ 66.4％ 80.0％ 

生産額 
百万円 3,338 3,450 3,311 3,764 3,742 2,643 3,562 

割合 88.5％ 82.4％ 82.2％ 83.9％ 76.0％ 72.7％ 79.8％ 

▼市内海面漁業種別ごとの生産量・生産額の推移 

▼市内カンパチの生産量・生産額の推移（海面養殖業全体に占める割合） 

出典：鹿屋市調べ 

第２章 鹿屋市の水産業を取り巻く諸情勢 
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(２) 内水面漁業について 

(３) 水産物の流通について 
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出典：鹿児島県水産振興課「鹿児島県水産物卸売市場年報」 

▼市内卸売市場取扱高の推移 

第２章 鹿屋市の水産業を取り巻く諸情勢 

(百万円) 
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基 本 理 念 

目 標 

「持続可能な水産業」の実現 

～魅力ある水産業のために～ 

 

 

 

 

【主要指標】 

 

●海面漁業水揚高 

 

●人工種苗利用率 

 

●輸出額 

 

●漁業ふれあい体験者数 

基準値 

 

4,502 百万円※１ 

 

10 ％ 
※２ 

 

0 百万円 
※２ 

 

658 人 
※３ 

 目標値（R14） 

 

5,000 百万円（１割アップ） 

 

40 ％     （４倍アップ） 

 

540 百万円 

 

800 人    （２割アップ） 

 

 

 

※１ 海面漁業水揚高の基準値は、令和３年度の実績値 

※２ 人工種苗利用率・輸出額の基準値は、令和３年度の実績値 

※３ 漁業ふれあい体験者数（餌やり体験・出前講座等）の基準値は、令和４年度の実績値 

 

基本理念と目標 第３章 
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（５）水産物の加工・ 

流通・販売促進 

② 地域６次産業化の推進 

③ 未利用魚等の利活用 

（６）漁村地域の振興 

① ブルー・ツーリズムの 

推進 

② 漁村地域の活性化 

① マーケットニーズに即し

た戦略的な販路の拡大 

④ 魚食普及の推進 

施策の推進方針と展開 第４章 

総合計画 水産業振興計画 

基本 
目標 

具体的
施策 

や
っ
て
み
た
い
仕
事
が
で
き
る
ま
ち 

つ
く
り
・
育
て
る
水
産
業
の
推
進 

基本施策 個別施策 

（１）海面養殖業の振興 

（２）漁船漁業の振興 

（３）内水面養殖業の 

振興 
① 

（４）担い手の確保・ 

育成 

① 養殖環境の維持・保全 

② 持続可能な養殖経営の

推進 

① 漁場環境の維持・保全 

② 漁船漁業経営の安定化 

 内水面養殖業の振興 

① 新規就業者の確保・育成 

② 担い手の経営支援 

「
持
続
可
能
な
水
産
業
」
の
実
現 

～
魅
力
あ
る
水
産
業
の
た
め
に
～ 

基本 
理念
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（１）海面養殖業の振興 

【現状と課題】 

 

 

▲給餌作業の様子 

▲水揚作業の様子 

▲かのやカンパチ 
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4,224 4,189
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4,000

4,500

5,000

H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3

水
揚
高
（
百
万
円
）

水
揚
量
（
ｔ
）

▼海面養殖業水揚量及び水揚高の推移

出典：鹿屋市調べ 

第４章 施策の推進方針と展開 
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【施策の方向性】 

 

 

 
 

 

 

【主な取組】 

① 養殖環境の維持・保全 

② 持続可能な養殖経営の推進 

 

 

  

漁場環境の保全と人工種苗や ICT 技術の導入により、生産性の向上を図るとともに、国内外の 

新たな需要の拡大を図り、安定的かつ効率的な養殖経営を推進します。 

▲餌料冷凍庫 ▲養殖漁場 ▲水揚作業（近景） 

第４章 施策の推進方針と展開 



10 

 

 

（２）漁船漁業の振興 
 

【現状と課題】 

ｔ

 

【施策の方向性】 

 

 

 
 

 

 

 

  

ウニの食害による磯焼け ▲漁場環境モニタリング活動 ▲種苗放流の様子 
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生
産
額
（
百
万
円
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生
産
量
（
ｔ
）

▼漁船漁業生産量及び生産額の推移 

 水産資源の維持拡大の取組や漁船漁業と他漁業との複合経営を推進することにより、漁船漁業

の振興を図ります。 

出典：鹿屋市調べ 

第４章 施策の推進方針と展開 
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【主な取組】 

① 漁場環境の維持・保全 

② 漁船漁業経営の安定化 

 

 

 

 

 

 

 

  

出典：国土交通省「ブルーカーボンとは」 

▲ヒメアマエビの殻剥きの様子 ▲海岸清掃活動の様子 

第４章 施策の推進方針と展開 

 

ブルーカーボン 

 

平成 21 年 10 月に国連環境計画の報告書

において、海洋生態系に取り込まれた炭素

が「ブルーカーボン」と命名され、吸収源

対策の新しい選択肢として提示 

 

四方を海に囲まれた日本にとって、沿岸

域の吸収源としてのポテンシャルは大きい 
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（３）内水面養殖業の振興 

【現状と課題】 

 

  

【施策の方向性】 

 

 

 
 

 

【主な取組】 

① 内水面養殖業の振興 

▼県内ウナギ養殖生産量の推移(ｔ) 

7,444 
7,184 

5,747 

8,562 

6,381 
7,086 

7,057 

H20 H24 H25 H29 H30 R1 R2

 ウナギ資源の適切な管理の啓発活動や ICT を活用した効率化・省力化を推進することにより、

内水面養殖業の振興を図ります。 

出典：鹿児島県労働水産部「水産業振興施策の概要

出典：水産庁「ウナギをめぐる状況と対策について」 

第４章 施策の推進方針と展開 
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（４）担い手の確保・育成 

【現状と課題】 

【施策の方向性】 

【主な取組】 

① 新規就業者の確保・育成 

② 担い手の経営支援 

70 
48 43 24 

14 

177 

126 
114 

50 

0

50

100

150

200

250

H15 H20 H25 H30

247

174
157

88

(人)
▼漁業就業者数の推移

15～24歳

5 

5.7%

25～39歳

35 

39.8%

40～54歳

18 

20.5%

55～64歳

13 

14.8%

65～74歳

12 

13.6%

75歳以上

5 

5.7%

▼年齢別漁業従事者数(人)（平成30年）

出典：漁業センサス 

担い手を確保・育成するために、水産業の魅力発信や経営承継、複合経営を推進します。 

第４章 施策の推進方針と展開 
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（５）水産物の加工・流通・販売促進 

【現状と課題】 

生鮮魚介類の１人当たり購入量及び 

その上位品目の購入量の変化 

▼鹿屋市漁協加工事業の販売高及び委託加工の推移 

697,840

608,602

549,836

739,902

812,998

853,074

807,117

42,883 39,500 50,449
69,690 79,606

146,236

156,635

0

100,000

200,000

300,000

400,000

500,000

600,000

700,000

800,000

900,000

H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3

販
売
高
・
委
託
加
工
料(

千
円)

▲鹿屋市漁協新加工場 

▲地方卸売市場のせりの様子 

出典：鹿屋市調べ 

出典：総務省「家計調査」に基づき水産庁で作成 

第４章 施策の推進方針と展開 
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【施策の方向性】 

 

 
 

 

 

【主な取組】 

① マーケットニーズに即した戦略的な販路の拡大 

区分 R１ R２ R３ 

養殖ブリ 95.01 58.17 105.93 

養殖カンパチ 2.51 0.82 2.85 

その他 5.47 3.82 25.97 

合計 102.99 62.81 134.75 

▲鹿児島県水産物輸出額（億円） 

▲かのやカンパチまつり 

▲大隅のさかなフェア 

▲オオスミフィッシャーマンズフェス 

 消費者の志向に合わせた商品開発や、海外輸出をはじめとする多様な流通経路の構築、魚の消費

を拡大するための食育活動や地産地消を推進します。 

出典：鹿児島県「県産農林水産物の輸出額」

第４章 施策の推進方針と展開 
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② 地域６次産業化の推進 

③ 未利用魚等の利活用 

④ 魚食普及の推進

 

 ▲市主催こども料理教室 

（カンパチ丼の調理） 
▲鹿屋市漁協による 

出前講座 

出典：水産庁「平成 21 年度水産の動向 トピックス」 

第４章 施策の推進方針と展開 

▲バイヤーとの商談会 ▲インフラ整備 

▲６次産業自販機 ▲かのやカンパチを 

使用した６次化商品 
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（６）漁村地域の振興 

【現状と課題】 

【施策の方向性】 

  

▲鹿屋港 

▲みなと食堂 

42,227
49,272

55,591
61,489

58,779

46,530
49,514

H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3

 ▲みなと食堂来客者数(人) 

 大隅半島への誘客を推進するために、新たな浮桟橋を活用した観光船受入やブルー・ツーリズ

ムを通して地域の活性化を図ります。 

▲町内会運営の直販所 

出典：鹿屋市調べ 

第４章 施策の推進方針と展開 
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【主な取組】 

① ブルー・ツーリズムの推進 

② 漁村地域の活性化 

 

 

   

▲養殖餌やり体験 

第４章 施策の推進方針と展開 
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推進体制 第５章 
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１ 策定体制                                    

 

 

 

２ 策定経過                                   

 
期日 内容 

令和４年７月 19 日 第１回策定委員会（策定方針及びスケジュール等について） 

８月 ９日 第２回策定委員会（基本施策の設定、課題の抽出等について） 

８月 31 日 
第１回有識者会議 

（現状課題、基本施策及び施策に基づく取組（案）等について） 

～９月 26日 有識者会議委員への意見聴取 

11 月 10 日 第３回策定委員会（骨子、計画（案）について） 

11 月 14 日 
有識者会議委員への個別意見聴取 

（骨子、計画（案）について） 

11 月 25 日 議員説明会 

12 月 14 日 第２回有識者会議（骨子、計画（案）について） 

12 月 22 日～ 

令和５年１月 20 日 

パブリックコメント（意見公募手続） 

意見提出者数：１人 意見数：１件 

１月 23 日 第４回策定委員会（計画（案）の加筆修正について） 

２月 16 日 第３回有識者会議（最終（案）について） 

３月 計画策定 

分 野 所 属 役 職 氏 名 

１ 学識経験者 鹿児島大学水産学部 准教授 久賀 みず保 

２ 

生産者等 

鹿屋市漁業協同組合養殖業者会 会長 黒木 信志 

３ 鹿屋市漁業協同組合女性漁業者会 元女性部長 鵜瀬 香織 

４ 鹿屋市魚市場株式会社 代表取締役 田井村 佳正 

５ かごしまＪＦ販売株式会社 販売事業部長 西ノ園 浩治 

６ ＰＬＯＷ Ａ ＬＡＮＤ株式会社 代表取締役 蜂谷 拓広 

７ 株式会社イズミダ 常務取締役 出水田 一生 

８ 

団体 

鹿屋市漁業協同組合 代表理事組合長 皆倉 貢 

９ 古江町内会 会長 東 明 

10 鹿屋市食生活改善推進員連絡協議会 会長 落合 三重子 

11 
行政 

鹿児島県大隅地域振興局 林務水産課長 下新原 博也 

12 鹿屋市 副市長 鈴木 健太(議長) 

所属・役職 

１ 鹿屋市副市長（委員長） 

２ 鹿屋市農林商工部長 

３ 鹿屋市林務水産課長 

４ 鹿屋市産業振興課長 

５ 
大隅地域振興局林務水産課技術主幹

兼水産係長 

○有識者会議 

委嘱 

意見 報告 

市 

長 

事務局 

（農林商工部林務水産課） 

○策定委員会 

指示 

報告 

参考資料 
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